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近年、市内では有志による環境美化運動が行われていますが、その様な美化意識が広ま

りきっていないのが現状です。そういった状況下では一部の方々だけではなく、地域ぐる

みで汚さず、汚させずという意識的な取り組みを行っていく事が不可欠です。そのために

も、現状を市民の皆様が知り、地域全体で取り組まなければ解決出来ない事に気づき、「や

るべき事」を地域に住まう市民自らが考え、継続的な行動を取っていく必要があります。 

まず、市民の皆様が、地域全体で環境美化に取り組む必要性を認識する事が重要です。

そのために、つくば市環境美化フォーラムの場において地域での美化運動を振り返ると共

に、市民一人ひとりが環境美化に貢献出来る事に気づく機会を設けます。そうする事で、

皆で協力しながら地域における取り組みをどう発展・昇華させていくべきかを市民の皆様

が考える契機となります。また、地域が汚されているという事実に市民の皆様が気づき、

行動する事も重要です。そのために、つくば市きれいなまちづくり実行委員会と協力して

行う運動を通じ、街が汚されている現状を市民の皆様が目の当たりにする事により、環境

美化運動に参加する機会を設けます。そして、未来に渡り環境美化運動を市民自ら継続す

るために、地域の環境美化に対し市民の皆様が「やるべき事」を考え、自ら行動する意識

を持つよう環境美化推進事業を行います。また、本事業は筑波学院大学ＯＣＰ（オフキャ

ンパスプログラム）の学生の皆様と連携して行います。近い将来社会に出る学生の皆様が

環境美化の重要性を地域に伝えられるリーダーとなるべく、ビジョンの構築力を育みます。 

地域の環境美化に対する問題意識を持ち、自らが主体者であると考える市民の皆様が増

える事で、地域ぐるみで、街の美化に取り組む行動力と結束力が生まれ地域に連鎖してい

きます。その連鎖が、きれいな街の実現に向けて未来のつくばを動かす事に繋がるのです。  

 

〔事業計画〕  

１．つくば環境美化運動の推進  

２．つくば市きれいなまちづくり実行委員会との連携  

３．環境美化推進事業の開催  

４．筑波学院大学ＯＣＰ（オフキャンパスプログラム）開催協力  

５．会員拡大と会員交流  

 


